

































































































































































































こうした動向の中で 1972（昭和 47）年 8 月に厚生


















































































加藤（1997）によると、1974（昭和 49）年 12 月
には厚生省から「障害児保育事業実施要綱」の発表
があり、その内容は、原則として 3 歳以上の知的発























国におけるその起源は京都府に 1878 年（明治 11 年）
に創設された盲唖院であった。財政的な理由から、
1889 年（明治 22 年）に京都市に移管され京都市盲
唖院と改称した。そして、京都市盲唖院は 1913 年（大
正 2 年）に盲部と聾唖部に分離し、1916 年（大正 5
年）には聾唖部に幼稚科を設けて発音を主とする幼











育施設の 3 つの観点から分析している 28）。それによ































































































橋（2005）は 1938 年（昭和 13）年 12 月に開設され
た日本最初の知的障害児保育の実践研究機関である
愛育研究所「異常児保育室」の開設（1938 年 12 月）
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付記 
 本研究は、日本保育学会第69回大会における発表
に加筆・修正したものである。 
 
 
